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業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
(1) 業務の適正を確保するために必要な体制
① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
ア．取締役は、社会の構成員として求められる倫理観・価値観に基づき誠実に行動し、公
正且つ適切な経営の実現のため、当社の経営理念、行動規範、法令遵守に関する規程等
に従い、企業倫理の遵守及び浸透を率先垂範して行う。
イ．取締役は、取締役会規則等に定められた付議事項や報告事項等に関し、取締役社長及
び他の取締役の職務執行が適正に行われるよう相互に監督をするものとし、その職務執
行状況について、監査等委員会の定める監督基準及び監査計画に基づく監査等委員会の
監査を受ける。
ウ．取締役社長は、経営理念、行動規範、法令遵守に関する規程等に定めるコンプライア
ンスの重要性を繰り返し使用人に伝えるとともに、業務執行を担当する取締役に、使用
人等に対するコンプライアンス教育・啓発活動を行わせ、各種相談窓口等その他実践的
運用の充実を図る。また市民社会の秩序や安全を脅かす反社会的勢力や団体と一切の関
係を遮断し、毅然とした態度で対応する。

エ．取締役会は、業務執行部門から独立させた監査部による、各部門の業務執行状況の内
部監査を定期的かつ必要に応じ実施させ、その結果について取締役社長を通すなどの方
法により報告させる。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
ア．取締役の職務に係る情報は、社内規程に基づき、その重要性に応じて適正かつ確実な
保存及び管理を行う。
イ．取締役は、その職務の執行に係る以下の文書（電磁的記録を含む。以下同じ。）その
他の重要な情報を、文書管理規程等に基づき、それぞれの担当職務に従い適切に保存・
管理し、閲覧可能な状態を維持する。
ⅰ） 株主総会議事録と関連資料
ⅱ） 取締役会議事録と関連資料
ⅲ） 経営会議議事録と関連資料
ⅳ） その他取締役の職務の執行に関する重要な文書等
③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
ア．取締役会は、事業に関連する内外のさまざまなリスクに関する規程を定め、リスク管
理体制の実践的運用を実施する。
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イ．取締役会は、リスク種別毎の責任部署を定め、全体のリスクを総括的に管理し、リス
ク管理体制を明確にする。
ウ．取締役会は、監査部により各部門毎のリスク管理状況の監査を定期的かつ必要に応じ
実施させ、その結果について取締役社長を通すなどの方法により報告させる。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
ア．取締役会は、合理的な職務分掌、チェック機能を備えた権限規程等に基づき、取締役
社長及び取締役（監査等委員である取締役を除く。）の業務執行を行わせる。また、そ
れらの規程は法令の改廃・職務執行の効率化の必要がある場合は見直す。

イ．取締役会は合理的な経営方針を策定し、全社的な重要事項について検討する経営会議
等の有効活用や各部門間の連携確保のための制度の整備・運用、また取締役に対する必
要かつ効果的な研修の実施等を行う。

⑤ 当社及びそのグループ会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
ア．子会社の主体的な経営意思を尊重しつつ、関係会社管理規程に基づき重要事項等につ
いての報告を受けることや子会社へ取締役を派遣することにより、子会社の取締役の職
務執行を監督する。
イ．連結経営に対応したグループ全体の監視・監査を実効的かつ適正に行えるよう、監査
等委員会と監査等委員である取締役、子会社の監査役及び会計監査人との緊密な連携等
の充実を図る。

⑥ 監査等委員会がその職務を補助すべき使用人（以下、「補助使用人」といいます。）を
置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項
　当社は、補助使用人を置くこととし、補助使用人の任命、異動等人事に係る事項の決定
には監査等委員会の事前の同意を得る。

⑦ 補助使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性と指示の実効性
の確保に関する体制
　監査等委員会より監査業務に必要な命令を受けた補助使用人は、その命令に関して、取
締役（監査等委員である取締役を除く。）等の指揮命令を受けない。

⑧ 当社及びグループ会社の取締役並びに使用人が、当社の監査等委員会に報告をするため
の体制と報告したことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制
ア．当社は、コンプライアンス違反行為等の早期発見と是正を図るため、企業倫理ヘルプ
ライン窓口を整備し、運用する。
イ．当社は、監査等委員会、監査等委員である取締役または企業倫理ヘルプライン窓口に
報告した者に対して、当該報告をしたことを理由に、不利益な取り扱いを行わないこと
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を徹底する。
⑨ 監査等委員会の職務の執行について生じる費用の前払いまたは償還の手続きその他の当
該職務の執行について生じる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
ア．当社は、監査等委員会の職務執行上必要な費用を確保するため、毎年度ごとに一定額
の予算を設ける。
イ．当社は、監査等委員会が職務執行について生じる費用の前払いまたは償還等の請求を
したときは、当該監査等委員会の職務執行に必要でないと認められた場合を除き、速や
かに当該費用または債務を処理する。

⑩ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
ア．取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、監査等委員会に対して、
法令に違反する事実、会社に著しい損害を与えるおそれのある事実を発見したときには
当該事実に関する事項を速やかに報告する。

イ．取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、監査等委員会から業務執
行に関する事項の報告を求められた場合には、速やかに報告を行う。

ウ．監査等委員会は、監査部の実施する内部監査に係る年次計画について事前に説明を受
け、その修正を求めることができるものとし、内部監査の結果について適宜報告を受
け、必要があると認められるときは、追加監査の実施、業務改善策の策定を求めること
ができる。

(2) 業務の適正を確保するために必要な体制の整備運用状況
① 財務報告の適正性と信頼性を確保するための体制
　財務報告に係る内部統制に対応するため、業務プロセスにおける適正性を確保した体制
を整備し、運用しております。
② その他業務の適正を確保するために必要な体制
　経営及び業務執行の健全かつ適切な運営の強化のため、「大井電気行動規範」を策定す
るとともに、教育・研修を定期的に実施することで、コンプライアンス意識の周知徹底を
図っております。併せて、コンプライアンス違反行為等の早期発見と是正を図るため企業
倫理ヘルプライン窓口を整備し、運用しております。
　リスク管理につきましては、効果的・効率的に進めるためリスク種別毎の責任部署によ
る対応を基本とする体制をとっておりますが、その対応状況については、経営会議・取締
役会等でフォローを行っております。

－ 3 －



(3) 剰余金の配当等の決定に関する方針
① 当社は、中長期的な企業価値の向上を基本目標としつつ、利益配分については、当期の
業績及び今後の業績動向、将来への成長投資、財務体質の強化を総合的に勘案し、中長期
的な株主利益の向上を図ることを基本方針といたします。

② 内部留保資金につきましては、将来の事業展開や今後の急速な技術革新に備え、新製
品・新技術の研究開発投資並びに設備投資等に充当することにより、業績の向上に努め、
体質の強化を図ってまいります。
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株式会社の支配に関する基本方針
(1) 基本方針の内容の概要

　当社は、金融商品取引所に株式を上場している者として、市場における当社株式の自由
な取引を尊重し、特定の者による当社株式の大規模買付行為であっても、当社グループの
企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に資するものである限り、これを一概に否
定するものではありません。また、最終的には株式の大規模買付提案に応じるかどうかは
株主の皆様の決定に委ねられるべきだと考えています。
　ただし、株式の大規模買付提案の中には、例えばステークホルダーとの良好な関係を保
ち続けることができない可能性があるなど、当社グループの企業価値ひいては株主共同の
利益を損なう虞のあるものや、当社グループの価値を十分に反映しているとは言えないも
の、あるいは株主の皆様が最終的な決定をされるために必要な情報が十分に提供されない
ものもありえます。
　そのような提案に対して、当社取締役会は、株主の皆様から負託された者の責務とし
て、株主の皆様のために、必要な時間や情報の確保、株式の大規模買付提案者との交渉な
どを行う必要があると考えています。

(2) 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されるこ
とを防止するための取組み
　当社は、2022年６月29日開催の第98期定時株主総会において、株主の皆様に承認い
ただき「当社株式等の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）」（以下、「本プラ
ン」といいます。）を継続しております。
　本プランは、以下のとおり、当社株式等の大規模買付行為を行おうとする者（以下、
「買付者等」）が遵守すべきルールを策定するとともに、一定の場合には当社が対抗措置
をとることによって大規模買付行為を行おうとする者に損害が発生する可能性があること
を明らかにし、これらを適切に開示することにより、当社の企業価値ひいては株主共同の
利益に資さない買付者等に対して、警告を行うものです。
　また、本プランでは、対抗措置の発動等にあたって、当社取締役会の恣意的判断を排除
し、取締役会の判断及び対応の客観性、合理性を確保するための機関として独立委員会を
設置し、発動の是非について当社取締役会への勧告を行う仕組みとしています。
　本プランで定める買付ルール（以下、「本ルール」といいます。）は以下のとおりであ
ります。

① 当社取締役会は、買付者等に対して、大規模買付け等の実行に先立ち、当該買付者等が
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大規模買付け等に際して本プランに定める手続きを遵守する旨の誓約文言等を記載した書
面の提出を求めます。

② 当社取締役会は、買付者等に対して、大規模買付け等に対する株主及び投資家の皆様の
ご判断並びに当社取締役会の評価・検討等のために必要かつ十分な情報の提供を求めま
す。

③ 当社取締役会は、買付者等による本必要情報の提供が十分になされたと認めた場合に
は、当社取締役会による評価、検討、交渉、意見形成及び代替案立案のための期間を設定
し、速やかに開示いたします。

④ 独立委員会は、取締役会評価期間内に、当社取締役会による評価、検討、交渉、意見形
成及び代替案立案と並行して、当社取締役会に対して対抗措置の発動の是非に関する勧告
を行うものとします。

⑤ 当社取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重するものとし、当該勧告を踏まえて当
社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上という観点から、速やかに新株予約権発行等
の対抗措置の発動または不発動の決議を行うものとします。

(3) 具体的取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由
　当社取締役会は、本ルールの設計にあたり、以下の原則を充足することを確認すること
により、本ルールが前記基本方針に従い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確
保・向上させる目的に資するものであるとともに、当社役員の地位の維持を目的とするも
のではないものと考えております。

① 企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原則
　本プランは、当社株式等に対する大規模買付け等がなされる際に、当該大規模買付け等
に応じるべきか否かを株主の皆様がご判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示する
ために必要な情報や期間を確保し、株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこと等を可
能とすることにより、当社の企業価値・株主共同の利益を確保し、向上させるという目的
をもって導入されるものです。

② 事前開示・株主意思の原則
　本プランは、2022年６月29日開催の第98期定時株主総会において株主の承認を得た
うえで継続しております。今後の当社株主総会において本プランの変更または廃止の決議
がなされた場合には、本プランも当該決議に従い変更または廃止されることになります。
従いまして、本プランの導入及び廃止には、株主の皆様のご意思が十分反映される仕組み
となっています。
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③ 必要性・相当性確保の原則
ア．独立性の高い社外者の判断の重視と情報開示の徹底

　当社は、本プランに基づく大規模買付け等への対抗措置の発動等に関する取締役会の
恣意的判断を排し、取締役会の判断及び対応の客観性及び合理性を確保することを目的
として独立委員会を設置し、当社取締役会は、対抗措置の発動また不発動の決議に際し
て独立委員会の勧告を最大限尊重いたします。
　また、当社は、独立委員会の判断の概要について株主及び投資家の皆様に情報開示を
行うこととし、当社の企業価値・株主共同の利益に資するよう本プランの透明な運営が
行われる仕組みを確保しています。

イ．合理的な客観的発動要件の設定
　本プランは、合理的かつ客観的な発動要件が充足されなければ発動されないように設
定されており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保してい
ます。

ウ．デッドハンド型若しくはスローハンド型買収防衛策ではないこと
　本プランは、当社の株主総会で選任された取締役で構成される取締役会により、いつ
でも廃止することができるものとされております。従って、本プランは、デッドハンド
型買収防衛策（取締役会の構成員の過半数を交代させても、なお発動を阻止できない買
収防衛策）ではありません。
　また、当社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の任期は１年であり、期差
任期制を採用していないため、本プランはスローハンド型買収防衛策（取締役会の構成
員の交代を一度に行うことができないため、その発動を阻止するのに時間を要する買収
防衛策）でもありません。

（注）本事業報告中に記載の金額及び株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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（2024年 4 月 1 日から
2025年 3 月31日まで）

株 主 資 本
資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 2,708,389 1,401,317 2,240,116 △517,704 5,832,118
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 －
親会社株主に帰属する当期純利益 1,049,930 1,049,930
自 己 株 式 の 取 得 △47 △47
自 己 株 式 の 処 分 △16,227 38,224 21,997
自己株式処分差損の振替 16,227 △16,227 －
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ）

当 期 変 動 額 合 計 － － 1,033,703 38,177 1,071,881
当 期 末 残 高 2,708,389 1,401,317 3,273,820 △479,526 6,904,000

その他の包括利益累計額
非支配株主持分 純 資 産 合 計

その他有価証券評価差額金 退職給付に係る調整累計額 その他の包括利益累計額合計
当 期 首 残 高 252,365 246,547 498,912 1,662,447 7,993,479
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 －
親会社株主に帰属する当期純利益 1,049,930
自 己 株 式 の 取 得 △47
自 己 株 式 の 処 分 21,997
自己株式処分差損の振替 －
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ） 7,415 △356,597 △349,182 172,457 △176,725

当 期 変 動 額 合 計 7,415 △356,597 △349,182 172,457 895,155
当 期 末 残 高 259,780 △110,050 149,730 1,834,904 8,888,635

連結株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（単位：千円）
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連 結 注 記 表

連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
１．連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の状況
①連結子会社の数…………………４社
②連結子会社の名称

日本フィールド・エンジニアリング㈱
日本テクニカル・サービス㈱
オオイテクノ㈱
㈱エヌ・エフ・サービス

(2) 非連結子会社の状況
①非連結子会社の名称……………㈱クリエイト・オオイ
②連結の範囲から除いた理由

非連結子会社は小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及
び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼ
さないため、連結の範囲から除外しております。

２．持分法の適用に関する事項
持分法を適用していない非連結子会社の状況

①会社等の名称……………………㈱クリエイト・オオイ
②持分法を適用しない理由

当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持
分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体とし
ても重要性がないため持分法の適用範囲から除外しております。
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３．会計方針に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの ………時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、
売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等…………移動平均法による原価法を採用しております。
② 棚卸資産

商品及び製品、原材料…………主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収
益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

仕掛品、貯蔵品……………主として個別法による原価法（貸借対照表価額は収益
性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産

（リース資産を除く）…………定率法を採用しております。ただし、1998年４月１
日以降に取得した建物（附属設備を除く）並びに
2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構
築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物 ２～50年
工具、器具及び備品 ２～20年

② 無形固定資産
（リース資産を除く）…………定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内にお
ける利用可能期間（５年）に基づいております。

③ リース資産……………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額
法を採用しております。
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(3) 引当金の計上基準
① 貸倒引当金…………債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回
収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金…………従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち当連結
会計年度に負担すべき額を計上しております。

③ 役員賞与引当金……役員の賞与支出に備えるため、当連結会計年度に負担すべき支
給見込額を計上しております。

④ 役員退職慰労引当金 ……役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支
給額を計上しております。

⑤ 工事損失引当金……受注工事の損失発生に備えるため、当連結会計年度末手持ち受
注工事のうち、損失の発生が見込まれ、かつ金額を合理的に見
積もることのできる工事について、損失見積額を計上しており
ます。
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(4) 重要な収益及び費用の計上基準
　当社グループは、以下の５ステップアプローチに基づき、顧客への財やサービスの移
転との交換で、権利を得ると見込む対価を反映した金額で収益を認識しております。

ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：履行義務の充足時に（又は充足するにつれて）収益を認識する

　当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義
務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以
下のとおりであります。
　当社グループは、情報通信機器製造販売事業とネットワーク工事保守事業を行ってお
ります。主に完成した製品及び工事契約を顧客に供給することを履行義務としており、
原則として製品及び工事契約を引き渡した時点において支配が顧客へ移転して履行義務
が充足されると判断し、当時点において収益を認識しております。
　製品の国内の販売において、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの
期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。その他、据付工
事が付帯した製品の販売については、据付工事の顧客検収時点において顧客が当該製品
に対する支配を獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、当該顧客検収
時点で収益を認識しております。また、工事及び保守の工事契約については、一定の期
間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益
を認識しております。ただし、履行義務の充足に係る進捗率の合理的な見積りができな
い工事については、合理的に見積もることができる時まで、原価回収基準により収益を
認識しております。
　これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件に基づき概
ね１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。
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(5) その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
　退職給付に係る会計処理の方法

イ．退職給付見込額の期間帰属方法
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に
帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

ロ．数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（12年）による定額法により費用処理しております。
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期
間以内の一定の年数（５～12年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生
の翌連結会計年度から費用処理することとしております。

ハ．未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理方法
　未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の
上、純資産の部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計
上しております。

ニ．小規模企業等における簡便法の採用
　一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付
に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用して
おります。
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会計方針の変更に関する注記
（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）
　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月
28日。以下「2022年改正会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しており
ます。
　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年
改正会計基準第20-３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準
の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用
指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、
連結計算書類に与える影響はありません。
　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場
合の連結計算書類における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針
を当連結会計年度の期首から適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連
結会計年度については遡及適用後の連結計算書類となっております。なお、前連結会計年度の
連結計算書類に与える影響はありません。
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有形固定資産 3,050,254千円
無形固定資産 675,597千円
減損損失 －千円

会計上の見積りに関する注記
１．固定資産の減損

(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積の内容に関する情報
　当社グループは、減損の兆候がある資産又は資産グループから得られる割引前将来キャ
ッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場合に、帳簿価額を回収可能価額（正味売却価
額又は使用価値のいずれか高い価額）まで減額し、当該帳簿価額の減少額は減損損失とし
て認識します。
　資産又は資産グループから得られる将来キャッシュ・フローの見積りは、取締役会によ
って承認された事業計画と、事業計画が策定されている期間を超えている期間についての
市場の長期平均成長率の範囲内で見積った成長率に基づいて行っております。将来キャッ
シュ・フローの見積りにおける重要な仮定は、事業計画の基礎となる市場成長率、主要製
品の販売数量及び価格並びに原価率、ネットワーク関係の設計・施工・保守の価格及び原
価率、固定資産の使用後の処分価値であります。
　処分予定資産（廃棄・売却等により処分を予定している資産）及び遊休資産について
は、個別資産ごとにグルーピングを行い、資産又は資産グループごとに減損の兆候判定を
行っております。処分予定資産及び遊休資産は、固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで
減額し、当該減少額を減損損失として計上することとしております。
　当連結会計年度末において、一部土地の時価下落による減損の兆候が生じております
が、減損損失の認識の判定において、当該資産グループから得られる割引前将来キャッシ
ュ・フローの総額がその帳簿価額を上回っていたことから、減損損失は計上しておりませ
ん。
　なお、減損の兆候把握、減損損失の認識及び測定に当たっては慎重に検討しております
が、事業計画や市場環境の変化により、その見積額の前提とした条件や仮定に変更が生じ
た場合、翌連結会計年度の連結計算書類において重要な影響を与える可能性があります。
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商品及び製品 631,445千円
仕掛品 4,092,246千円
原材料及び貯蔵品 1,119,511千円

２．棚卸資産の評価
(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（注）１．上記の表には、当社の保有する棚卸資産5,272,881千円が含まれており、連結総資産の22.3％を
占めております。

２．棚卸資産評価損347,877千円は、収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、売上原価に含め
ております。なお、当社の棚卸資産評価損は347,647千円となっております。

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積の内容に関する情報
　棚卸資産は主として原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）により評価してお
り、正味売却価額が帳簿価額よりも低下している時には、帳簿価額を正味売却価額まで切
下げております。また、入庫から一定期間を経過した棚卸資産については、期間の経過に
応じて規則的に簿価を切下げております。さらに、想定した営業循環から外れて過剰に保
有する棚卸資産についても、処分見込価額まで規則的に簿価を切下げております。
　当社は、棚卸資産の滞留の実績や需要予測の変化に応じて、滞留在庫や営業循環過程か
ら外れた過剰在庫の識別を総合的に勘案して判断しております。
　顧客のニーズに合わせた製品製作をするためには、一定程度の棚卸資産を常に保有して
おり、その中には入庫後保有期間が長期にわたり滞留する棚卸資産が存在します。そのよ
うな棚卸資産については品質管理上の懸念が発生する可能性が高くなるため、入庫からの
期間で逓減的に価値が下落していくと見なし、段階的に評価損率を乗じて帳簿価額を切下
げる方法を採用しております。
　また、過去の販売実績及び主要顧客の需要予測を基にした予定販売数量が、市場の変化
等により、当初の予定販売数量を満たせず過剰となる棚卸資産も存在します。その場合、
過剰在庫の数量に応じて段階的に評価損率を乗じて帳簿価額を切下げる方法を採用してお
ります。
　なお、市場環境が悪化して正味売却価額が著しく下落した場合、保有期間が長期にわた
る棚卸資産の今後の使用状況や廃棄処分の状況に変化が生じた場合、営業循環から外れた
過剰在庫の処分見込みや使用見込みに変化が生じた場合には、追加の棚卸資産評価損が計
上される可能性があります。
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建 物 及 び 構 築 物 778,107千円
土 地 859,678千円
投 資 有 価 証 券 68,088千円
計 1,705,874千円

短 期 借 入 金 4,780,000千円
１年内返済予定の長期借入金 54,756千円
長 期 借 入 金 393,598千円
計 5,228,354千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 7,069,003千円

３．保証債務 821千円

連結貸借対照表に関する注記
１．担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は、次のとおりであります。

　担保付債務は、次のとおりであります。

　従業員の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。
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当連結会計年度期首
株式数

当連結会計年度増加
株式数

当連結会計年度減少
株式数

当連結会計年度末
株式数

発 行 済 株 式

普 通 株 式 1,470,000株 －株 －株 1,470,000株

合　計 1,470,000株 －株 －株 1,470,000株

自 己 株 式
普  通  株  式

（注）1、２ 167,374株 21株 12,358株 155,037株

合　計 167,374株 21株 12,358株 155,037株

連結株主資本等変動計算書に関する注記
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加21株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。
２．普通株式の自己株式の株式数の減少12,358株は、株式報酬制度に伴う譲り渡しによる減少でありま

す。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項
　該当事項はありません。

３．配当に関する事項
(1) 配当金支払額

　該当事項はありません。
(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度とな

るもの
　該当事項はありません。
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連結貸借対照表
計上額 時価 差額

投資有価証券（＊2） 563,355千円 563,355千円 －千円

金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針
　当社グループは、資金運用については預金等の安全性の高い金融商品に限定し、また、
資金調達については主に銀行借入による方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
　営業債権である受取手形、売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されており
ますが、当該リスクについては、内規に従い取引先ごとに期日管理及び残高管理を行うこ
とにより、リスク軽減を図っております。
　投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスク
に晒されておりますが、時価や発行体の財務状況等を定期的に把握し、取引先企業との関
係を勘案のうえ、保有状況を継続的に見直すこととしております。
　営業債務である支払手形及び買掛金、電子記録債務、未払金は、そのほとんどが６か月
以内の支払期日であります。また、その一部には、原材料等の輸入に伴う外貨建のものが
あり、為替の変動リスクに晒されておりますが、定期的に為替相場を把握し、為替変動リ
スクを管理しております。
　短期借入金は、主に営業取引に係る資金調達を目的としております。金利変動リスクに
晒されておりますが、短期決済であるため金利変動リスクは限定的であります。また、金
融機関ごとの金利変動を管理しております。

２．金融商品の時価等に関する事項
　2025年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次
のとおりであります。

（＊1）「現金及び預金」、「受取手形」、「売掛金」、「電子記録債権」、「支払手形及び買掛金」、「電子記
録債務」、「短期借入金」、「未払金」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似する
ものであることから、記載を省略しております。

（＊2）市場価格のない株式等は、「投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計
上額は以下のとおりであります。
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区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 101,096千円

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券 563,355千円 －千円 －千円 563,355千円

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下
の３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成

される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により
算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以
外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプ
ットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を
分類しております。
時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その
時価をレベル１の時価に分類しております。

賃貸等不動産に関する注記
　重要性が乏しいため記載を省略しております。
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報告セグメント
合計情報通信機器

製造販売
ネットワーク

工事保守

一時点で移転される財 16,540,582千円 11,030,811千円 27,571,394千円

一定の期間にわたり移転される財 269,363,千円 1,205,435千円 1,474,798千円

顧客との契約から生じる収益 16,809,946千円 12,236,246千円 29,046,192千円

外部顧客への売上高 16,809,946千円 12,236,246千円 29,046,192千円

当連結会計年度期首 当連結会計年度末

顧客との契約から生じた債権 9,062,446千円 7,973,097千円

契約資産 314,607千円 308,407千円

契約負債 205,210千円 79,599千円

収益認識に関する注記
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　当社グループの主要な事業における主な履行義務の内容と、当履行義務を充足する通常の時
点についての情報は、連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記に記載し
ております。

３．当連結会計年度末及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
(1) 契約資産の残高等

　顧客との契約から生じた債権及び契約資産の残高は、以下のとおりです。

　連結貸借対照表において、顧客との契約から生じた債権は「受取手形」、「売掛金」、
「電子記録債権」に含まれており、契約負債は流動負債の「その他」に含まれております。

(2) 残存履行義務に配分した取引額
　当社グループにおいては、当初の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実
務上の便法を適用し、残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。また、顧客と
の契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

－ 21 －



１．１株当たり純資産額 5,364円20銭

２．１株当たり当期純利益 800円83銭

１株当たり情報に関する注記

重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。

（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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（2024年 4 月 1 日から
2025年 3 月31日まで）

株　　　主　　　資　　　本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己
株式

株主資本
合計資本

準備金
その他
資本

剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他
利益

剰余金
利益

剰余金
合計繰越利益

剰余金
当 期 首 残 高 2,708,389 1,442,759 － 1,442,759 － △289,307 △289,307 △517,704 3,344,137

当 期 変 動 額
剰余金の配当 －

当 期 純 利 益 831,466 831,466 831,466

自己株式の取得 △47 △47

自己株式の処分 △16,227 △16,227 38,224 21,997

自己株式処分差損の振替 16,227 16,227 △16,227 △16,227 －
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ）

当期変動額合計 － － － － － 815,239 815,239 38,177 853,416

当 期 末 残 高 2,708,389 1,442,759 － 1,442,759 － 525,932 525,932 △479,526 4,197,554

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計

その他有価証券評価差額金 評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計
当 期 首 残 高 127,407 127,407 3,471,545

当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 －

当 期 純 利 益 831,466

自 己 株 式 の 取 得 △47

自 己 株 式 の 処 分 21,997

自己株式処分差損の振替 －
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ） 7,093 7,093 7,093

当 期 変 動 額 合 計 7,093 7,093 860,510

当 期 末 残 高 134,500 134,500 4,332,055

株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（単位：千円）
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個 別 注 記 表

重要な会計方針に係る事項に関する注記
１．資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法
①子会社株式及び関連会社株式……移動平均法による原価法
②その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの ……時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売
却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等………移動平均法による原価法
(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

①製品、半製品、材料…………総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下
に基づく簿価切下げの方法により算定）

②仕掛品、貯蔵品………………個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に
基づく簿価切下げの方法により算定）
ただし貯蔵品のうち事務用品・工場消耗品類は最終仕入
原価法による原価法

２．固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産

（リース資産を除く）…………定率法
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（附属設
備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物
附属設備及び構築物については、定額法によっておりま
す。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 ２～50年
工具、器具及び備品 ２～20年

(2) 無形固定資産
（リース資産を除く）…………定額法

なお、自社利用のソフトウェアは社内における見込利用
可能期間（５年）に基づく定額法によっております。
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(3) リース資産……………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法
を採用しております。

３．引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金……………………債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい
ては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上
しております。

(2) 賞与引当金……………………従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち
当事業年度に負担すべき額を計上しております。

(3) 役員賞与引当金………………役員の賞与支給に備えるため、当事業年度に負担すべき
支給見込額を計上しております。

(4) 退職給付引当金………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における
退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上してお
ります。
① 退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を
当事業年度末までの期間に帰属させる方法について
は、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
　過去勤務費用については、その発生時の従業員の
平均残存勤務期間以内の一定の年数（12年）によ
る定額法により費用処理しております。
　数理計算上の差異については、各事業年度の発生
時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の
年数（12年）による定額法により按分した額を、
それぞれ発生の翌事業年度から費用処理しておりま
す。

(5) 工事損失引当金………………受注工事の損失発生に備えるため、当事業年度末手持ち
受注工事のうち、損失の発生が見込まれ、かつ金額を合
理的に見積もることのできる工事について、損失見積額
を計上しております。
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４．収益及び費用の計上基準
　当社は、以下の５ステップアプローチに基づき、顧客への財やサービスの移転との交換
で、権利を得ると見込む対価を反映した金額で収益を認識しております。

ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：履行義務の充足時に（又は充足するにつれて）収益を認識する

　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び
当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりであり
ます。
　当社は、情報通信機器製造販売事業を行っております。主に完成した製品を顧客に供給す
ることを履行義務としており、原則として製品を引き渡した時点において支配が顧客へ移転
して履行義務が充足されると判断し、当時点において収益を認識しております。
　製品の国内の販売において、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間
が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。その他、据付工事が付帯
した製品の販売については、据付工事の顧客検収時点において顧客が当該製品に対する支配
を獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、当該顧客検収時点で収益を認識
しております。
　これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件に基づき概ね１
年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりません。

５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
退職給付に係る会計処理…………退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去

勤務費用の未処理額の会計処理の方法は、連結計算書類
におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。
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会計方針の変更に関する注記
（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）
　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月
28日。以下「2022年改正会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用しておりま
す。
　法人税等の計上区分に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項ただし書き
に定める経過的な取扱いに従っております。なお、計算書類に与える影響はありません。
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有形固定資産 2,073,380千円
無形固定資産 654,763千円
減損損失 －千円

会計上の見積りに関する注記
１．固定資産の減損

(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　当社は、減損の兆候がある資産又は資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・
フローの総額が帳簿価額を下回る場合に、帳簿価額を回収可能価額（正味売却価額又は使
用価値のいずれか高い価額）まで減額し、当該帳簿価額の減少額は減損損失として認識し
ます。
　資産又は資産グループから得られる将来キャッシュ・フローの見積りは、取締役会によ
って承認された事業計画と、事業計画が策定されている期間を超えている期間についての
市場の長期平均成長率の範囲内で見積った成長率に基づいて行っております。将来キャッ
シュ・フローの見積りにおける重要な仮定は、事業計画の基礎となる市場成長率、主要製
品の販売数量及び価格並びに原価率、固定資産の使用後の処分価値であります。
　処分予定資産（廃棄・売却等により処分を予定している資産）及び遊休資産について
は、個別資産ごとにグルーピングを行い、資産又は資産グループごとに減損の兆候判定を
行っております。処分予定資産及び遊休資産は、固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで
減額し、当該減少額を減損損失として計上することとしております。
　当事業年度末において、一部土地の時価下落による減損の兆候が生じておりますが、減
損損失の認識の判定において、当該資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フ
ローの総額がその帳簿価額を上回っていたことから、減損損失は計上しておりません。
　なお、減損の兆候把握、減損損失の認識及び測定に当たっては慎重に検討しております
が、事業計画や市場環境の変化により、その見積額の前提とした条件や仮定に変更が生じ
た場合、翌事業年度の計算書類において重要な影響を与える可能性があります。
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製品 29,073千円
半製品 499,395千円
材料 1,043,110千円
仕掛品 3,687,986千円
貯蔵品 13,315千円

２．棚卸資産の評価
(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

（注）　当事業年度における棚卸資産評価損347,647千円は、収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であ
り、売上原価に含めております。

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　棚卸資産は主として原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）により評価してお
り、正味売却価額が帳簿価額よりも低下している時には、帳簿価額を正味売却価額まで切
下げております。また、入庫から一定期間を経過した棚卸資産については、期間の経過に
応じて規則的に簿価を切下げております。さらに、想定した営業循環から外れて過剰に保
有する棚卸資産についても、処分見込価額まで規則的に簿価を切下げております。
　当社は、棚卸資産の滞留の実績や需要予測の変化に応じて、滞留在庫や営業循環過程か
ら外れた過剰在庫の識別を総合的に勘案して判断しております。
　顧客のニーズに合わせた製品製作をするため一定程度の棚卸資産を常に保有しており、
その中には入庫後保有期間が長期にわたり滞留する棚卸資産が存在します。そのような棚
卸資産については品質管理上の懸念が発生する可能性が高くなるため、入庫からの期間で
逓減的に価値が下落していくと見なし、段階的に評価損率を乗じて帳簿価額を切下げる方
法を採用しております。
　また、過去の販売実績及び主要顧客の需要予測を基にした予定販売数量が、市場の変化
等により、当初の予定販売数量を満たせず過剰となる棚卸資産も存在します。その場合、
過剰在庫の数量に応じて段階的に評価損率を乗じて帳簿価額を切下げる方法を採用してお
ります。
　なお、市場環境が悪化して正味売却価額が著しく下落した場合、保有期間が長期にわた
る棚卸資産の今後の使用状況や廃棄処分の状況に変化が生じた場合、営業循環から外れた
過剰在庫の処分見込みや使用見込みに変化が生じた場合には、追加の棚卸資産評価損が計
上される可能性があります。
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建 物 720,627千円
土 地 253,904千円
計 974,531千円

短 期 借 入 金 4,700,000千円
一 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 54,756千円
長 期 借 入 金 393,598千円
計 5,148,354千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 5,679,358千円

３．保証債務 821千円

短期金銭債権 71,019千円
短期金銭債務 461,213千円

売上高 144,112千円
仕入高 684,356千円
営業取引以外の取引高 663,076千円

貸借対照表に関する注記
１．担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は、次のとおりであります。

　担保付債務は次のとおりであります。

　従業員の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。

４．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
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当事業年度
期首株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
株式数

自 己 株 式

普  通  株  式
（注）１、２ 167,374株 21株 12,358株 155,037株

合　計 167,374株 21株 12,358株 155,037株

（単位：千円）
繰延税金資産

賞与引当金 164,585
棚卸資産 464,860
退職給付引当金 731,603
工事損失引当金 16,819
資産除去債務 27,219
税務上の繰越欠損金 953,821
その他 132,586

繰延税金資産小計 2,491,495
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △916,576
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △1,187,141
評価性引当額 △2,103,718
繰延税金資産合計 387,777
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △59,771
繰延税金資産の純額 328,005

株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加21株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。
２．普通株式の自己株式の株式数の減少12,358株は、株式報酬制度に伴う譲り渡しによる減少でありま

す。

税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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種類 会社等の名
称又は氏名 所在地

資本金又は
出　資　金
（千円）

事業の内容
又 は 職 業

議決権等
の 所 有
( 被 所 有 )
割 合

関連当事者
と の 関 係 取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

主要株主 三菱電機㈱ 東京都
千代田区 175,820,770

重 電 シ ス テ
ム、産業メカ
トロニクス、
情報通信シス
テム、電子デ
バイス、家庭
電器等の製品
の 開 発 、 製
造、販売、サ
ービス

（被所有）
直接

18.8％

当社製品の
販売及び同
社製品等の
一部につき
購入

情報通信機
器の販売 1,755,401

売掛金 177,296

電子記
録債権 64,322

部材等の仕
入 24,194 未払金 13,265

種類 会社等の名
称又は氏名 所在地

資本金又は
出　資　金
（千円）

事業の内容
又 は 職 業

議決権等
の 所 有
( 被 所 有 )
割 合

関連当事者
と の 関 係 取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

子会社
日本フィー
ルド・エン
ジニアリン
グ㈱

東京都
品川区 75,000

電 子 通 信 施
設、給電施設
の工事、通信
線路工事及び
保守受託業務

53.2％
当社製品の
据付及び保
守

資金の借入 300,000 短期借
入金 300,000

借入利息 3,534 未払利
息 2,657

関連当事者との取引に関する注記
関連当事者との取引

(1) 親会社及び法人主要株主（会社等の場合に限る。）等

（注）　取引条件及び取引条件の決定方針等
当社製品の販売及び仕入については、市場価格を参考に決定しております。

(2) 関連会社等

（注）　取引条件及び取引条件の決定方針等
資金の借入については、市場金利を勘案した利率を合理的に決定しております。

収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表　収益認識に
関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。
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１．１株当たり純資産額 3,294円43銭

２．１株当たり当期純利益 634円20銭

１株当たり情報に関する注記

重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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